
【
研
究
ノ
ー
ト
】

明
治
期
の
漢
詩
人
大
江
敬
香
に
つ
い
て

―
―「
西
詩
体
」
を
中
心
と
し
て

胡　

加
貝

は
じ
め
に

　

木
下
彪
は
著
書
「
国
分
青
厓
と
明
治
大
正
昭
和
の
漢
詩
界 

廿
七
」（

（
（

の

中
で
末
松
謙
澄
と
大
江
敬
香
が
漢
詩
改
良
運
動
を
起
こ
し
た
こ
と
に
次
の

よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　

大
江
（
敬
香
）
は
其
の
頃
（
明
治
七
年
）
英
学
と
西
洋
史
を
修

め
、
戈
登
将
軍
の
事
を
漢
詩
に
詠
じ
、
之
を
友
人
志
賀
矧
川
に
示
し

た
。
志
賀
は
英
詩
漢
詩
と
も
之
を
能
く
し
、
大
江
の
詩
を
読
ん
で
、

之
は
唐
詩
と
西
詩
を
折
衷
し
て
新
機
軸
を
出
し
た
も
の
と
激
賞
し

た
。
爾
來
大
江
、
志
賀
に
末
松
（
謙
澄
）
も
加
は
り
、
所
詩
漢
詩
改

良
運
動
を
唱
へ
た
。

　

筆
者
は
主
に
末
松
謙
澄
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
が
、
漢
詩
改
良
運
動

の
実
作
者
と
し
て
は
、
以
下
本
稿
に
説
く
通
り
、
末
松
謙
澄
以
上
に
大
江

敬
香
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
江
敬
香
に
つ
い
て
は
、
三

浦
叶
が
『
明
治
漢
文
學
史
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
六
月
発
行
）
の

「
洋
詩
の
漢
詩
訳
―
大
江
敬
香
の
洋
詩
を
主
と
し
て
」
の
中
で
大
江
の
洋

詩
の
漢
訳
に
つ
い
て
、
中
村
敬
宇
・
末
松
謙
澄
・
森
鷗
外
・
内
田
遠
湖
・

柳
井
絅
斎
な
ど
と
並
べ
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、
合
山
林
太
郎
が
『
幕
末
・

明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年
二

月
発
行
）
の
中
で
大
江
の
「
平
仄
廃
止
論
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
以
上
の
先
行
研
究
で
は
、
明
治
詩
壇
で
活
躍
し
て
い
た
大
江
敬

香
の
詩
学
の
素
養
、
及
び
彼
が
試
み
た
「
西
詩
体
」
の
特
徴
に
つ
い
て
殆

ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
『
敬
香
詩
鈔（

（
（

』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

大
江
の
詩
作
、
及
び
『
史
海
』
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
西
詩
体
を
取

り
上
げ
て
、
前
述
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
、
大
江
敬
香
と
い
う
人

　

ま
ず
、
伝
記
の
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
な
い
大
江
敬
香
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。『
敬
香
詩
鈔
』
の
冒
頭
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
先
君
行
略
」、
お
よ
び
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『
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
』『
徳
島
の
百
人（

（
（

』
を
合
わ
せ
れ
ば
、
大
江
敬

香
の
経
歴
が
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

大
江
敬
香
、
通
称
は
孝
之
、
徳
島
出
身
。
安
政
四
年
（
一
八
五
六
）

十
二
月
二
十
四
日
に
、
徳
島
市
徳
島
町
に
生
ま
れ
る
。
父
は
大
江
孝
文
、

大
属
分
課
監
察
掛
を
し
て
い
た
。
敬
香
は
幼
に
し
て
唐
詩
選
を
そ
ら
ん
じ

た
と
言
わ
れ
、
長
じ
て
藩
校
修
文
館
に
入
り
漢
学
を
修
め
、
ま
た
別
に
英

語
を
学
ん
だ
。
明
治
五
年
、
徳
島
藩
主
か
ら
井
上
省
三
・
井
上
十
吉
・
小

室
三
吉
と
と
も
に
英
国
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
祖
母
の
反
対
の
た
め
果

た
せ
な
か
っ
た
。
改
め
て
藩
主
の
命
に
よ
っ
て
、
慶
応
義
塾
に
学
ん
だ
。

卒
業
後
、
東
京
外
国
語
学
校
を
経
て
、
東
京
大
学
文
学
部
に
入
り
理
財
学

を
専
攻
し
た
が
、
病
気
の
た
め
中
途
退
学
し
た
。
東
京
外
国
語
学
校
の
同

窓
に
、
末
松
謙
澄
・
末
岡
清
一
・
嘉
納
治
五
郎
・
妻
木
頼
黄
・
辰
己
小
次

郎
・
岡
倉
天
心
な
ど
が
い
た
（「
明
治
名
士
叢
談（

（
（

」
の
「
末
松
謙
澄
氏
の

磊
落
」
に
よ
る
）。
明
治
十
一
年
二
十
二
歳
の
時
、
静
岡
県
掛
川
の
岡
田

良
一
郎
に
招
か
れ
冀
北
学
舍
に
英
学
・
漢
学
を
教
授
し
た
。
門
下
生
に
は
、

後
に
文
部
大
臣
と
な
っ
た
岡
田
良
平
、
文
部
大
臣
・
内
務
大
臣
な
ど
の
要

職
を
歴
任
し
た
一
木
喜
徳
郎
が
い
た
。
ま
た
、
授
業
外
の
時
間
を
利
用
し

て
時
論
文
章
を
執
筆
し
新
聞
に
投
稿
し
て
い
た
。
明
治
十
一
年
八
月
、
静

岡
新
聞
新
報
主
幹
と
な
り
、
こ
の
年
か
ら
詩
文
の
独
学
を
始
め
た
。
明
治

十
二
年
に
函
右
日
報
客
員
と
な
り
、
明
治
十
三
年
三
月
に
岡
山
に
赴
き
山

陽
新
報
主
筆
と
な
っ
た
。
同
年
八
月
神
戸
新
聞
主
筆
代
理
も
勤
め
た
。
明

治
十
五
年
四
月
、
大
隈
重
信
の
立
憲
改
進
党
の
掌
事
補
と
な
っ
た
が
、
父

の
反
対
に
よ
り
脱
党
し
た
。
同
年
六
月
参
事
院
御
用
掛
と
な
り
、
明
治

十
九
年
七
月
に
東
京
府
庁
に
転
じ
た
。
あ
わ
せ
て
東
京
府
立
高
等
女
学
校

講
師
も
勤
め
た
。
明
治
二
十
四
年
に
辞
職
し
、
後
静
岡
実
利
民
報
の
主
筆

を
勤
め
た
が
、
ま
も
な
く
舍
社
が
罹
災
し
て
新
聞
も
廃
刊
し
た
。
こ
れ
以

後
、
大
江
は
主
に
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
三
十
一
年
一
月
『
花
香
月

影
』
と
い
う
詩
文
雑
誌
を
創
刊
し
、
よ
く
詩
文
界
の
老
先
生
の
支
援
を
得

た
が
、
四
年
間
で
廃
刊
し
た
。
ま
た
、
花
月
社
を
創
立
し
、
毎
月
詩
筵
を

開
い
て
名
流
を
招
待
し
て
い
た
。
明
治
四
十
一
年
五
月
、『
風
雅
報
』
を

創
刊
す
る
と
、
次
第
に
世
の
中
に
流
行
し
、
中
国
の
文
人
に
も
注
目
さ
れ

た
。
つ
い
に
は
明
治
天
皇
の
目
に
も
と
ま
っ
た
。

　

漢
学
に
つ
い
て
は
、
文
は
左
伝
と
韓
愈
・
欧
陽
脩
を
尊
び
、
詩
は
白
楽

天
・
陸
放
翁
・
高
青
邱
な
ど
の
詩
人
を
重
ん
じ
た
。
明
治
詩
壇
に
お
い
て

菊
池
三
渓
に
師
事
し
、
森
春
濤
に
も
し
ば
し
ば
教
わ
り
、
森
槐
南
に
も
親

し
む（

（
（

。
ま
た
、
詩
人
で
あ
っ
て
も
漢
文
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主

張
し
、
そ
の
た
め
に
創
刊
し
た
雑
誌
は
常
に
詩
と
文
両
方
を
掲
載
し
た
。

と
言
わ
れ
て
い
る
。
終
生
西
洋
に
遊
ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
志
望

を
息
子
の
武
男
に
託
し
た
。
武
男
は
「
先
君
行
略
」
の
中
で
漢
詩
を
解
読

す
る
時
に
、
西
洋
文
法
を
利
用
す
る
こ
と
、
洋
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
倣
っ
て

数
首
の
古
詩
を
作
っ
た
こ
と
（「
嘗
倣
西
詩
體
、
賦
古
詩
數
首
」）
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。

　

以
上
、
大
江
は
経
世
の
志
を
抱
き
、
新
聞
人
と
し
て
政
治
社
会
に
関
心

を
持
っ
た
が
、
官
界
で
不
遇
に
終
わ
り
、
後
半
生
は
漢
詩
文
に
注
力
し
た
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ぎ
な
い
。
大
江
も
著
作
「
明
治
詩
壇
評
論
」
の
中
で
依
田
学
海
の
詩
を
引

用
し
て
、
官
界
に
お
け
る
応
酬
詩
を
批
判
し
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
詩
壇
に
資
す
る
『
花
香
月
影
』『
風
雅
報
』
を
創
立

し
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
明
治
詩
史
に
当
た
る
「
明
治
詩
壇
評
論
」
の
執
筆

も
大
江
の
代
表
的
な
仕
事
と
考
え
ら
れ
る
。
神
田
喜
一
郎
氏
が
同
文
を

『
明
治
漢
詩
文
集
』
の
付
録
と
し
て
つ
け
て
お
り
、
さ
ら
に
「
編
者
後
記
」

の
中
で
そ
れ
に
つ
い
て
「
極
め
て
肯
綮
に
あ
た
っ
て
い
る
」
と
高
く
評
価

し
て
い
る
。

二
、
大
江
敬
香
の
漢
学
の
素
養

　

革
新
的
な
西
体
詩
を
紹
介
す
る
前
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
伝
統
的
な

漢
学
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
本
節
で
は
大
江
の
漢
詩
文
に
関
す
る
学

識
が
反
映
さ
れ
た
詩
作
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。

　

漢
詩
人
で
あ
る
大
江
は
、（
漢
学
に
よ
る
）
中
国
思
想
に
つ
い
て
、
ま

と
も
に
論
じ
た
著
作
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
漢
詩
作
品
に
あ
る
程
度
に
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。「
憶
亡
兒
靜
男
」（『
敬
香
詩
鈔
』
一
三
葉
表
、

以
降
詩
集
名
を
省
略
す
る
）
に
「
誰
知
周
是
蝶
、
初
信
命
同
塵
」（
誰
知

ら
ん 
周し

ゅ
う

は
是
れ
蝶
な
り
、
初
め
て
信
ず 

命
は
塵
と
同
じ
と
）
と
述
べ
て

い
る
。
息
子
の
早
世
に
対
し
て
荘
子
の
生
死
に
関
わ
る
思
想
に
よ
っ
て
自

分
を
慰
め
て
い
る
。「
甲
寅
歳
朝
三
首
」（
一
四
葉
表
）
に
「
詩
書
安
本

分
、
泉
石
樂
天
真
」（
詩
書 

本
分
を
安
ん
じ
、
泉
石 

天
真
を
楽
し
む
）

生
涯
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
よ
う
な
生
涯
経
歴
が
大
江
の
漢
詩

創
作
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
日
下
勺
水
の
執
筆
し

た
『
敬
香
詩
鈔
』
の
序
文
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
序
文
の
結
末
の
一
節
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

子
琴
は
詩
を
講
じ
る
こ
と
數
十
年
。
風
雅
の
道
に
於
い
て
、
究
め

ざ
る
所
無
し
。
尤
も
香
山
白
氏
に
私
淑
す
。
其
の
詩
流
麗
に
し
て
溫

秀
、
典
雅
に
し
て
暢
達
。
能
く
人
情
の
幾
微
を
發
す
。
他
の
人
決
し

て
及
ぶ
能
は
ざ
る
な
り
。
夫
れ
詩
文
は
風
教
に
關
す
る
や
。
獨
り
識

者
之
れ
を
言
ふ
に
匪あ

ら

ず
。
世
を
論
じ
る
の
士
、
亦
た
皆
取
る
有
り
。

是
の
故
に
「
國
風
」「
雅
」「
頌
」、
周
德
の
深
く
且
つ
遠
き
こ
と
を

知
ら
せ
る
や
。
而
し
て
「
變
風
」「
變
雅
」、
其
の
澤
已
に
竭
き
る
こ

と
を
知
ら
ず
。「
黍
離
」「
麥
秀
」、
衰
世
の
音
と
爲
る
。
然
ら
ば
則

ち
世
運
の
隆
に
、
大
雅
は
何
の
作
ら
ざ
る
の
理
有
ら
ん
や
。
作
る
可

く
し
て
作
ら
ざ
る
は
、
蓋
し
爲
政
者
其
の
要
を
得
ざ
る
な
り
。
顧
み

る
に
禹
域
の
文
日
久
し
く
し
て
淪り

ん

胥じ
ょ

し
、
我
尚
ほ
能
く
古
道
を
存

す
。
而
し
て
爲
政
者
之
れ
を
鼓
舞
作
興
す
る
能
は
ず
。
子
琴
志
す

所
、
其
の
弊
を
救
ふ
に
在
り
、
時
に
應
じ
て
興
起
す
る
者
は
誰
ぞ（

（
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
政
治
界
か
ら
距
離
を
置
い
た
大
江
は
「
風
雅
の
道
」、

す
な
わ
ち
世
間
の
習
俗
や
教
化
に
関
す
る
漢
詩
創
作
を
重
視
す
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
思
想
は
、
日
下
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
詩
経
」
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
期
に
お
い
て
詩
壇
は
一
時
盛
ん
に
な
っ
た

が
、
為
政
者
ら
が
重
視
す
る
の
は
、
文
才
を
表
現
す
る
応
酬
の
漢
詩
に
過
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と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
文
化
に
お
け
る
「
樂
天
知
命
」

（
天
を
楽
し
み
、
命
を
知
る
）
の
思
想
が
窺
え
る
。「
秋
懐
八
律
」（
二
七

葉
表
）
の
そ
の
（
三
）
に
は
「
功
名
擧
世
煩
襟
甚
、
泉
石
何
人
逸
興
添
」

（
功
名 
擧
世
の
襟
を
煩
は
す
こ
と
甚
だ
、
泉
石
何
人 

逸
興
を
添
ふ
）
と

述
べ
て
い
る
。
前
の
一
句
に
も
「
泉
石
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
泉
石
を
好
み
、
本
分
を
守
る
生
き
方
を
選
ん
だ
徐
摛
の
事
跡（

（
（

よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
そ
の
（
三
）
に

「
黄
昏
偶
與
邨
翁
語
、
閒
却
朱
家
禮
法
嚴
」（
黄
昏
偶

た
ま
た
ま

邨そ
ん

翁お
う

と
語
り
、
閒

却
す 

朱
家
の
禮ら

い
 
ほ
う法

の
厳
し
き
を
）
と
言
い
、
そ
の
（
四
）
に
「
彼
都
人

士
驕
奢
甚
、
儉
素
吾
從
家
訓
嚴
」（
彼
の
都
の
人
士
は
驕
奢
た
る
こ
と
甚

だ
し
く
、
儉
素
た
る
吾
は
家
訓
の
嚴
し
き
に
従
ふ
）
と
言
っ
て
い
る
。
民

間
に
お
け
る
朱
子
学
な
ど
の
漢
学
に
よ
る
教
化
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
最
も
大
江
の
自
己
認
識
が
う
か
が
え
る
詩
は
、「
秋
懐
八
律
」

の
（
八
）
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

風
裏
翩
翩
落
葉
尖　
　

風
裏　

翩
翩
と
し
て
葉
尖
に
落
ち

月
明
有
影
閃
踈
簾　
　

月
明　

影
有
り　

踈そ

簾れ
ん

を
閃ひ

ら
め

く

違
時
須
隱
鳩
巢
小　
　

時
違た

が

へ
ば　

須
ら
く
鳩
巢
の
小
に
隱か

く

る
べ
く

獻
策
寧
知
蛇
足
添　
　

策
を
獻
ず
る
に
寧
ろ
蛇
足
の
添
ふ
を
知
ら
ん

久
矣
身
空
三
黜
後　
　

久
し
き
か
な　

身
は
三さ

ん

黜ち
ゅ
つの

後
に
空
な
り

宜
哉
詩
亦
四
愁
兼　
　

宜
し
き
か
な　

詩
亦
た
四
愁
を
兼か

ぬ

苔
磯
煙
水
秋
宜
釣　
　

苔た
い

磯き　

煙え
ん

水す
い　

秋
は
釣
る
に
宜
し
か
ら
ん

擬
學
當
年
高
士
嚴　
　

擬は
か

る　

當
年
の
高
士
の
嚴
に
学
ば
ん
と

　
「
三
黜
」
と
は
、
儒
家
に
讃
え
ら
れ
る
偉
人
柳
下
恵
が
三
度
官
位
を
退

け
ら
れ
て
、
官
界
に
お
い
て
出
世
す
る
志
を
失
う
こ
と
で
あ
る
。「
詩
亦

四
愁
兼
」
と
は
、
漢
代
の
文
学
者
張
衡
が
左
遷
さ
れ
た
時
に
、「
四
愁
詩
」

に
よ
っ
て
不
平
を
詠
じ
る
こ
と
で
あ
る
。「
高
士
嚴
」
と
は
後
漢
光
武
帝

時
期
の
隠
者
厳
光
の
こ
と
を
指
す
。
詩
の
概
ね
は
明
哲
保
身
の
道
理
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
が
、
民
間
の
文
人
と
し
て
活
動
し
よ
う
と
す
る
意
識
が

示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
は
、
中
国
の
思
想
よ
り
影
響
を
受
け
た
大
江
の
処

世
の
道
で
あ
る
が
、
次
に
彼
の
文
学
主
張
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
「
秋
懐
八
律
」
の
（
五
）
に
「
又
繙
詩
卷
重
精
讀
、
深
感
唐
賢
格
律
嚴
」

（
又
詩
卷
を
繙
き
重
ね
て
精
し
く
読
み
て
、
深
く
感
ず
唐
賢
の
格
律
の
嚴

し
き
を
）
と
述
べ
て
い
る
。
唐
代
に
お
い
て
成
熟
し
た
近
体
詩
に
つ
い
て

そ
の
格
律
は
厳
し
過
ぎ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
格
律
の
緩
さ
に

よ
っ
て
比
較
的
に
創
作
に
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
古
体
詩
を
推
奨
す
る

こ
と
は
、
大
江
の
漢
詩
改
良
運
動
の
核
心
的
な
主
張
で
あ
る
。
ま
た
、
岩

渓
裳し

ょ
う

川せ
ん

と
神
田
香こ

う

巌が
ん

と
の
唱
和
詩
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

冠
城
北
樓
席
上
次
岩
溪
裳
川
韻
贈
神
田
香
巖

（
冠
城
北
樓
の
席
上
、
岩
溪
裳
川
の
韻
に
次
し
て
神
田
香
巖
に
贈
る
）

各
天
相
憶
廿
年
前　
　

各
の
天
に
相
ひ
憶
ふ　

廿
年
前

此
夕
勾
留
亦
夙
緣　
　

此
の
夕
に
勾
留
す
る
は
亦
た
夙
緣

絶
代
竹
枝
劉
禹
錫　
　

絶
代
の
竹
枝　

劉
り
ゅ
う

禹う

錫
し
ゃ
く

半
生
綺
夢
杜
樊
川　
　

半
生
の
綺
夢　

杜と

樊は
ん

川せ
ん

韶
光
方
及
牡
丹
節　
　

韶
光
方
に
牡
丹
節
に
及
び
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彩
筆
重
題
燕
子
箋　
　

彩
筆
重
ね
て
燕
子
箋
に
題
す

説
到
風
流
誰
是
主　
　

風
流
を
説
き
到
れ
ば　

誰
か
是
れ
主
な
ら
ん

功
名
何
用
畫
凌
煙　
　

功
名　

何
ぞ
用
い
ん　

凌
煙
に
畫
か
る
る
を

　
「
竹
枝
劉
禹
錫
」
と
は
、
劉
禹
錫
が
民
謡
を
改
良
し
て
「
竹
枝
詞
」
を

創
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
竹
枝
詞
」
は
地
方
の
習
俗
や
人
情
を
描
く
こ

と
を
主
題
と
す
る
た
め
、
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
と
し
て
は
主
流
に
入
ら

ず
、
大
江
に
と
っ
て
は
多
く
の
竹
枝
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
明
治
期
に
お
い
て
海
外
の
風
物
を
詠
じ
る
詩
が
一
時
盛
ん

に
な
り
、
大
江
は
そ
れ
に
注
目
し
、「
明
時
詩
壇
評
論
」
の
中
で
言
及
し

て
い
る（

（
（

。
海
外
風
物
詩
は
「
竹
枝
詞
」
よ
り
奪
胎
さ
れ
た
も
の
と
言
う
べ

き
で
あ
る
。

　
「
綺
夢
杜
樊
川
」
と
は
、
杜
牧
（
号
は
樊
川
）
が
揚
州
の
自
分
の
青
楼

で
酒
色
に
お
ぼ
れ
す
さ
ん
だ
生
活
を
し
た
経
歴
を
詠
じ
る
詩
作
を
指
し
て

い
る
。
杜
牧
の
「
借
古
諷
今
」
の
詩
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
風
月

人
情
を
詠
じ
る
詩
は
そ
れ
ほ
ど
に
重
視
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
大
江
自
身
は
杜
樊
川
の
風
月
を
詠
じ
る
一
面
に
よ
く
注
目

し
て
い
る
。「
再
贈
蓮
舟
翁
」（
二
五
葉
表
）
に
「
文
士
推
稱
蘇
玉
局
、
才

人
艷
説
杜
樊
川
」（
文
士 

蘇
玉
局
を
推
稱
し
、
才
人 

杜
樊
川
を
艷
説
す
）

と
述
べ
、「
遣
興
」（
二
五
葉
裏
）
に
「
樊
川
薄
倖
愧
踈
狂
、
禪
榻
髩
絲
新

感
長
」（
樊
川
の
薄
倖
に
し
て
踈
狂
に
愧
じ
、
禪
榻 

髩
絲 

新
感
長
し
」）

と
述
べ
て
い
る
。

　
「
燕
子
箋
」
と
は
一
般
的
に
中
国
明
代
の
阮
大
鋮
の
創
作
し
た
戯
曲
を

指
す
。
そ
れ
に
対
と
な
っ
て
い
る
「
牡
丹
節
」
は
、
明
人
湯
顕
祖
の
戯
曲

「
牡
丹
亭
」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
に
か
く
、
竹
枝
詞

な
り
、
風
月
詩
な
り
、
戯
曲
な
り
、
大
江
が
詩
文
創
作
に
お
い
て
寛
容
さ

を
求
め
て
い
る
意
識
が
窺
え
る
。

　

唐
宋
の
大
詩
人
に
注
目
す
る
一
方
で
、
比
較
的
に
論
争
の
対
象
と
な
っ

た
王
漁
洋
の
詩
作
に
も
触
れ
て
い
る
。
王
漁
洋
の
詩
文
は
、
日
本
に
お
い

て
元
文
・
寛
保
の
頃
に
注
目
を
集
め
た
が
、
後
に
袁
枚
に
関
心
が
遷
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
し
て
明
治
期
に
入
っ
て
森
春
濤
に
よ
っ
て
再
び
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
江
に
は
「
秋
柳
二
首
追
次
王
漁
洋
韻
」

（
二
二
葉
表
）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
王
漁
洋
の
「
秋
柳
詩
」
四
首
は
、
い

ず
れ
も
江
南
の
光
景
を
描
く
作
品
で
あ
り
、
大
江
の
次
韻
も
同
じ
く
南
朝

金
陵
の
興
亡
に
よ
る
物
事
の
移
り
変
わ
り
を
描
い
て
い
る
。
尾
聯
の
「
南

朝
事
去
休
重
説
、
愁
絶
繁
華
與
昔
違
」（
南
朝
の
事
去さ

り
て　

重
ね
て
説

く
を
休
め
よ
、
愁
絶　

繁
華
は
昔
と
違た

が

ふ
）
と
い
う
一
句
は
そ
の
趣
旨
を

示
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
詩
に
は
「
紅
絃
朱
唱
迹
全
非
」（
紅
絃　

朱
唱　

迹
全
く
非ひ

と
す
）
と
も
言
っ
て
い
る
。「
紅
絃
朱
唱
」
と
は
、
杜
牧
の
「
羊
欄
浦
夜

陪
宴
會
」
に
「
紅
弦
高
緊
聲
聲
急
、
珠
唱
鋪
圓
裊
裊
長
」（
紅こ

う

弦げ
ん

高こ
う

緊き
ん

聲せ
い

聲せ
い

急き
ゅ
う

な
り
、
珠し

ゅ

唱し
ょ
う

鋪ほ

圓え
ん

裊じ
ょ
う

裊じ
ょ
う

と
し
て
長
し
）
と
言
う（

（1
（

。
王
漁
洋
に
は

「
神
韻
説
」
の
集
大
成
と
言
わ
れ
る
「
秦
淮
雑
詩
二
十
首
」
が
あ
る（

（1
（

が
、

江
南
秦
淮
の
光
景
を
描
く
詩
に
お
い
て
は
杜
牧
が
王
漁
洋
の
先
に
立
つ
と

言
う
べ
き
で
あ
る
。
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「
固
知
西
子
起
荒
岸
、
更
愛
楊
妃
生
僻
郷
」（
固
よ
り
知
り 

西
子
荒こ

う

岸が
ん

に

起お

こ
る
を
、
更
に
愛
す　

楊
妃
僻
郷
に
生
ま
る
る
を
）
と
述
べ
て
い
る
。

中
国
古
典
文
学
に
登
場
す
る
西
施
や
楊
貴
妃
な
ど
の
薄
幸
の
女
性
に
思
い

を
寄
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
女
性
の
口
を
借
り
て
自
身
の
不
遇

を
述
懐
す
る
「
閨
怨
詩
」
と
異
な
り
、
薄
幸
の
女
性
そ
れ
自
体
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
が
看
て
取
れ
る
。
内
容
上
の
新
し
い
題
材
に
と
ど
ま
ら

ず
、
新
し
い
詩
の
体
格
も
試
し
、
六
言
律
詩
の
漢
詩
も
作
っ
て
い
る
が
、

紙
幅
の
制
限
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

　

以
上
、
大
江
の
漢
学
の
学
識
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
が
、
次
の
節
に

そ
の
「
西
詩
体
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。

三
、
大
江
敬
香
の
「
西
詩
体
」

　
「
西
詩
体
」
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
月
に
刊
行

さ
れ
た
『
早
稻
田
文
学
』
初
号
（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
の
「
漢
詩
の
お
と

づ
れ
」（

（1
（

に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

通
俗
（
ポ
ピ
ラ
ル
）
三
躰
と
も
稱
す
べ
き
は
所
謂
『
慷
慨
躰
』

『
西
詩
躰
』『
評
林
躰
』
の
三
な
り
。
甲
は
『
佳
人
の
奇
遇
』
中
に
見

え
た
る
が
如
き
を
代
表
者
と
な
す
べ
く
。
乙
は
西
洋
の
詩
趣
を
加
味

し
て
一
派
を
な
せ
る
も
の
に
て
末
松
青
萍
、
井
上
巽
軒
、
志
賀
矧

川
、
大
江
敬
香
氏
な
ど
此
派
の
名
家
な
り
。
丙
は
嘲
世
風
俗
を
主
と

す
る
も
の
な
れ
ど
大
か
た
は
楽
屋
に
落
つ
る
が
如
し
。『
天
狗
星
判
』

　

風
月
を
詠
じ
る
詩
以
外
に
、
大
江
は
人
情
を
語
る
小
説
や
筆
記
も
渉
猟

し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
詩
作
に
よ
っ
て
窺
え
る
。
例
え
ば
、
依
田
学
海

が
創
作
し
た
短
編
漢
文
小
説
「
小
花
傳
」
に
関
す
る
詩
作
が
見
ら
れ
る
。

次
の
よ
う
に
あ
る
。

讀
小
花
傳（

（1
（

　
　
　
　
　
「
小

し
ょ
う

花か

傳で
ん

」
を
讀よ

む

風
丰
儼
見
李
將
軍　
　

風ふ
う

丰ぼ
う

は
儼
と
し
て
見
ゆ　

李
將
軍

河
北
年
前
足
異
聞　
　

河
北
年
前　

異
聞
を
足た

す

莫
是
眞
情
爲
罪
障　
　

是
れ
眞
情
の
罪
障
を
爲
す
こ
と
莫
か
れ　

謬
傳
紅
拂
本
私
奔　
　

謬
傳
す　

紅こ
う

拂ふ
つ

本
私し

奔ほ
ん

す
る
を

　
「
小
花
傳
」
は
幕
末
の
軍
人
小
蓮
と
妓
女
小
花
に
関
す
る
逸
話
で
あ
る
。

「
小
花
傳
」
の
中
で
は
、「
薄
小
蓮
」
と
称
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
型
は
薄

井
小
蓮
、
す
な
わ
ち
薄
井
龍
之
（
一
八
二
九
～
一
九
一
六
）
で
あ
る（

（1
（

。
大

江
は
「
小
花
傳
」
よ
り
唐
代
名
将
李
靖
と
紅
払
女
と
の
伝
説
を
連
想
し

た
。
李
靖
と
紅
払
女
の
物
語
は
、
唐
代
の
文
言
小
説
「
虯
髯
客
傳
」
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
大
江
の
尊
ぶ
高
青
邱
に
は
、「
題
紅
拂
妓
」
と
い

う
詩
作
も
あ
る
。
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
明
治
三
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た

坂
井
松
梁
の
『
佳
人
と
才
子
』
も
「
紅
払
妓
と
李
靖
」
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
大
江
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
発
表
し
た

西
体
詩
に
既
に
紅
払
の
こ
と
を
典
故
と
し
て
用
い
て
い
る
（
後
述
）。

　

以
上
の
漢
文
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
通
俗
文
学
の
作
品
以
外
に
、
大
江
は

和
文
の
小
説
も
渉
猟
し
て
い
る
。
彼
に
「
讀
紫
史
四
首
［
節
二
］」（
十
八

葉
裏
）
と
い
う
詩
の
二
首
が
あ
り
、
明
石
を
詠
じ
る
一
首
の
頷
聯
は
、
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『
新
白
眼
』『
一
家
言
』『
木
鐸
』
な
ど
題
し
て
間
ゝ
新
聞
紙
上
に
み

え
た
り
し
は
是
な
り
。
い
づ
れ
も
只
一
時
の
遊
戯
文
字
な
る
べ
し
。

　

海
外
渡
航
の
経
験
が
な
い
大
江
に
、
西
洋
人
物
を
詠
じ
る
長
篇
古
体
詩

は
合
わ
せ
て
五
首
あ
る
。
ま
ず
、
木
下
彪
の
言
及
し
た
「
戈ゴ

ル
ド
ン登

将
軍
」
と

い
う
作
品
は
、
漢
詩
集
の
『
敬
香
詩
鈔
』
に
も
全
集
の
『
敬
香
遺
集
』
に

も
見
当
た
ら
な
い
が
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
九
月
三
十
日
に
発

刊
さ
れ
た
『
芸
窓
之
友
』
第
七
號
（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
に
「
戈
登
少
將

歌
」
と
題
す
る
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
戈
登
将
軍
と
は
、
す
な
わ
ち

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ゴ
ー
ド
ン（

（1
（

（Charles

・George

・Gordon, 

1833

～1885

）、
勲
功
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
軍
人
で
あ
る
。
大
江
は
長
篇
の

漢
詩
に
よ
っ
て
そ
の
事
跡
を
讃
え
た
。
紙
幅
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
一
部

抜
粋
し
て
取
り
上
げ
て
述
べ
る
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。

戈
登
少
將
歌　
　
　
　

戈ゴ
ル

登ド
ン

少
將
の
歌

孤
城
堅
守
七
閲
月　
　

孤
城　

堅
守
す
る
こ
と
七し

ち

閲え
つ

月げ
つ

其
如
力
盡
糧
亦
竭　
　

其
れ
如い

か
ん

せ
ん　

力
盡
き
て
糧
亦
た
竭
く
こ
と

を援
軍
不
到
命
已
窮　
　

援え
ん

軍ぐ
ん

到
ら
ず
ん
ば　

命
は
已
に
窮
ま
り

只
應
沙
塲
曝
白
骨　
　

只
應
に
沙さ

塲じ
ょ
うに

白は
っ

骨こ
つ

を
曝さ

ら

す
べ
し

　

�【
自
註
】
言
ハ
已
ニ
ウ
チ
ジ
ニ
ト
覺
悟
ヲ
定
メ
タ
リ
。
〇
八
解
四

句
。

馬
似
豈
是
子
奇
偸　
　

馬マ
ー
ジ似

豈
に
是
れ
子し

奇き

の
偸
な
ら
ん

　

�【
自
註
】
子
奇
睢
陽
ヲ
圍
ミ
シ
ヿ
史
ニ
見
タ
リ
。

君
也
精
忠
過
張
巡　
　

君
や
精
忠
た
る
こ
と
張

ち
ょ
う

巡じ
ゅ
んに

過す

ぐ

　

�【
自
註
】
張
巡
許
遠
睢
陽
ヲ
守
リ
城
陷
リ
巡
屈
セ
ス
シ
テ
死
ス

長
天
有
聲
大
星
落　
　

長
天
に
聲
有
り
て
大だ

い

星せ
い

落
ち

　

�【
自
註
】
諸
葛
孔
明
將
ニ
死
セ
ン
ト
ス
大
星
ア
リ
其
營
ニ
隕
ツ
ト

蓋
シ
此
ニ
本
キ
シ
ナ
ラ
ン
。

白
邊
郊
外
雨
如
塵　
　

白ベ
ル

邊ベ
ル

の
郊
外　

雨
ふ
る
こ
と
塵
の
如
し

　

�【
自
註
】
少
將
ノ
死
ヲ
叙
ス
。　

〇
九
解
四
句
。

英
廷
底
事
忽
權
衡　
　

英え
い

廷て
い

底な
に

事ご
と

ぞ　

權
衡
を
忽ゆ

る
が

せ
に
し

終
教
援
軍
後
三
日　
　

終
に
援
軍
を
し
て
三
日
後
れ
し
む

　

�【
自
註
】
齊
ノ
檀
道
濟
ノ
語
ニ
本
ク
。

萬
里
長
城
壞
一
朝　
　

萬
里
長
城
を
一
朝
に
壞こ

ぼ

ち

跡
與
張
鎬
歸
一
轍　
　

跡　

張
鎬
と
一
轍
に
歸
す

　

�【
自
註
】
張
鎬
睢
陽
ノ
圍
急
ナ
ル
ヲ
聞
キ
道
ヲ
倍
シ
赴
キ
、
援
至

ル
ニ
及
テ
城
已
ニ
陷
リ
三
日
ヲ
經
タ
リ
ト
又
史
ニ
見
タ
リ
。
此
句

上
ノ
「
豈
是
子
奇
偸
、
精
忠
過
張
巡
」
を
承
ク
。

　
「
馬マ

ー
ジ似

」
と
は
、
マ
フ
デ
ィ
ー
（M

ahdi

）
で
あ
り
、
マ
フ
デ
ィ
ー
運

動
を
起
こ
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
フ
マ
ド
（M

uham
m

ad 

A
hm

ad, 1844

～1885

）
を
指
し
て
い
る
。「
白ベ

ル

邊ベ
ル

」
と
は
地
名
で
あ

る
。
睢
陽
の
戦
の
時
に
唐
の
朝
廷
が
張
鎬
を
派
遣
し
て
救
援
し
よ
う
と
し

た
が
、
張
鎬
が
着
い
た
三
日
前
に
睢
陽
城
は
陥
落
し
た
。
張
巡
は
降
参
せ

ず
殺
さ
れ
た
。
ハ
ル
ツ
ー
ム
包
囲
戦
の
時
も
、
ゴ
ー
ド
ン
は
長
い
期
間
堅

守
し
た
が
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
の
援
軍
を
待
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
戦
死
し
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た
。
以
上
の
二
節
に
よ
っ
て
、
大
江
が
ハ
ル
ツ
ー
ム
包
囲
戦
と
睢
陽
の
戦

と
を
類
似
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

大
江
が
こ
の
よ
う
に
親
切
に
説
明
し
た
の
は
、
詩
の
掲
載
さ
れ
て
い
る

『
芸
窓
之
友
』
の
読
者
は
洋
学
に
親
し
む
人
と
漢
学
に
な
じ
む
人
と
の
両

方
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
西
体
詩
は
そ
も
そ
も
洋
学
と

漢
学
を
有
機
的
に
融
合
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

既
述
し
た
よ
う
に
大
江
は
「
戈
登
少
將
歌
」
を
友
人
志
賀
矧
川
に
見
せ

た
こ
と
が
あ
る
と
木
下
彪
が
述
べ
て
い
る
。
ま
た
志
賀
は
「
戈
登
少
將

歌
」
に
批
評
を
寄
せ
て
い
る
。「
此
等
格
調
、
非
知
西
文
西
詩
之
境
者
不

能
作
、
盖
折
衷
唐
詩
西
詩
、
而
剏
起
新
機
軸
者
」（
此
等
の
格
調
、
西
文
・

西
詩
の
境
を
知
る
者
に
非
ず
ん
ば
作
る
能
は
ず
。
盖
し
唐
詩
と
西
詩
を
折

衷
し
、
而
し
て
新
機
軸
を
剏
起
す
る
者
な
り
。）
と
述
べ
て
い
る
。

　

稲
畑
耕
一
郎
氏
の
研
究（

（1
（

に
よ
れ
ば
、
志
賀
は
「
テ
ク
サ
ス
獨
立
戰
役
殉

難
烈
士
の
碑
」
で
ア
ラ
モ
の
戦
と
睢
陽
の
戦
と
の
類
似
点
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
本
稿
の
冒
頭
に
挙
げ
て
い
る
木
下
彪
の
記
述
に
合
わ
せ
て
見
れ

ば
、
大
江
の
「
戈
登
少
將
歌
」
に
書
か
れ
て
い
る
ハ
ル
ツ
ー
ム
戦
と
睢
陽

の
戦
に
関
す
る
内
容
が
志
賀
の
創
作
に
参
考
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の

よ
う
に
、
類
似
す
る
漢
詩
文
の
典
故
を
活
か
し
て
、
西
洋
の
物
事
を
詠
じ

る
長
篇
の
漢
詩
の
創
作
す
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
志
賀
の
言
っ
た
「
新
機

軸
」
で
あ
る
。
漢
学
を
生
か
し
て
西
洋
の
先
進
文
明
を
受
容
し
よ
う
と
す

る
一
方
で
、
漢
詩
文
の
存
続
の
た
め
の
試
み
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。「
戈
登
少
將
歌
」
の
次
に
、
大
江
は
ま
た
雑
誌
『
史
海
』
に
「
若ジ

ェ

謨ー
ム

斯ス
・

哥ク
ッ

克ク

歌
」「
麻マ

理リ

亞ア
・

哲テ

列レ

沙サ

歌
」「
蘇
王
瑪メ

理リ
ー

歌
」、「
徐ジ

ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ン

世
賓
歌
」
を
掲

載
し
て
い
る（

（1
（

。『
史
海
』
に
は
そ
れ
ら
の
人
物
に
関
す
る
記
事
も
見
ら
れ

る
。
そ
の
対
応
関
係
を
整
理
し
、
次
に
示
し
て
お
こ
う
。

　

• �

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
九
月
、『
史
海
』
五
号
、「
若
謨
斯
哥

克
歌
」（
二
十
二
節
八
十
八
句
）：『
史
海
』
三
号
、
鹽
島
仁
吉

「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
ッ
ク
」（
二
十
八
頁
）

　

• �

同
年
十
月
、『
史
海
』
六
号
、「
麻
理
亞
哲
列
沙
歌
」（
十
八
節

七
十
二
句
）：『
史
海
』
四
号
、
東
嶺
野
史
「
墺
利
亞
女
王
マ
リ
ヤ
・

テ
レ
サ
」（
二
十
五
頁
）

　

• �

同
年
十
一
月
、『
史
海
』
七
号
、「
蘇
王
瑪
理
歌
」（
十
八
節
七
十
二

句
）：『
史
海
』
二
号
、
桑
原
啓
一
「
蘇
格
蘭
の
女
王
メ
リ
ー
」

（
二
十
三
頁
）

　

• �

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
一
月
、『
史
海
』
八
号
、「
徐
世
賓

歌
」（
十
八
節
七
十
二
句
）：『
史
海
』
七
号
、
桑
原
啓
一
「
ジ
ョ
ゼ

フ
ィ
ー
ン
皇
后
」（
十
一
頁
）

　

そ
れ
ら
の
西
洋
人
物
に
関
す
る
伝
記
記
事
は
、
い
ず
れ
も
大
江
の
詩
よ

り
早
い
投
稿
で
あ
る
。
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
大
江
の
漢
詩
の
及
ん
だ
そ
れ

ら
の
西
洋
人
物
の
事
跡
は
、
記
事
の
範
囲
を
超
え
な
い
。
そ
の
た
め
に
大

江
は
そ
れ
ら
の
記
事
に
基
づ
い
て
西
詩
体
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
記
事
は
ク
ロ
ニ
ク
ル
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、

人
物
の
品
格
に
つ
い
て
述
べ
る
内
容
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
れ

ば
、
大
江
の
漢
詩
は
比
較
的
に
人
物
像
の
描
写
に
力
を
注
い
だ
と
は
言
え
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よ
う
。
鹽
島
仁
吉
の
記
事
の
中
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
ッ
ク（

（1
（

に
つ
い
て

「
斯
く
て
ク
ッ
ク
は
司
令
官
の
位
階
に
進
め
ら
れ
、
王
國
協
會
は
特
に
其

の
名
譽
を
表
彰
し
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
大
江
の
漢
詩
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

從
其
所
好
事
乃
成　
　

其
の
好
む
所
に
従
へ
ば　

事
は
乃
ち
成
す

笑
他
蝸
角
爭
功
名　
　

笑
ふ　

他
の
蝸
角
に
功
名
を
爭
ふ
を

着
眼
由
来
與
人
異　
　

着
眼
は
由
来
人
と
異
な
り

偉
業
占
得
金
紫
榮　
　

偉
業
占
め
得
た
り　

金
紫
の
榮
を

　

ク
ッ
ク
が
終
始
名
誉
を
図
ら
ず
に
航
海
事
業
に
力
を
注
い
だ
こ
と
に
つ

い
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、『
史
海
』
六
号
に
は
小
山
米
峰
（
正

武
）
の
批
評
も
つ
い
て
い
る
。「
若
謨
斯
哥
克
歌
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　

小
山
米べ

い

峰ほ
う

云
ふ
：
此
篇
は
英
國
の
沈ち

ん

毅き

雄ゆ
う

武ぶ

た
る
丈
夫
の
氣
と
、

其
の
遠え

ん

圖と

宏こ
う

志し

、
刻こ

く

苦く

勉べ
ん

勵れ
い

し
て
、
天
文
地
理
や
鑄

ち
ゅ
う

山ざ
ん

煮し
ゃ

海が
い

の
術

を
講
じ
る
こ
と
を
寫
出
し
た
。
天
下
の
青
年
社
會
を
し
て
小
説
の
輕け

い

浮ふ

柔じ
ゅ
う

惰だ

の
病
を
免
ぜ
し
む
る
者
は
、
盖
し
此
の
種
の
詩
に
在
る
な

り
。（

（2
（

　

し
た
が
っ
て
、
小
山
か
ら
し
て
は
、
大
江
が
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
ッ
ク
の

生
涯
経
歴
を
叙
述
し
た
の
は
、
彼
の
事
跡
に
よ
っ
て
日
本
の
若
い
者
を
激

励
す
る
た
め
で
あ
る
。
当
時
に
お
い
て
は
西
洋
文
芸
の
影
響
に
よ
っ
て
小

説
が
だ
ん
だ
ん
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
大
江
が
新
し
い
「
西
詩
体
」
の
試

み
に
よ
っ
て
漢
詩
を
振
興
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
漢
詩
の
習
俗
教

化
に
対
す
る
作
用
を
果
た
す
と
い
う
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ

る
。
ぞ
れ
ぞ
れ
の
詩
は
着
目
し
て
い
る
点
は
異
な
る
た
め
、
さ
ら
に
具
体

的
に
説
明
す
る
。

　

ま
ず
、
東
嶺
野
史
の
「
墺
利
亞
女
王
マ
リ
ヤ
・
テ
レ
サ
」
に
「
古
よ
り

女
性
の
身
を
以
て
九
五
の
位
を
踏
み
し
も
の
其
人
寔
に
多
し
。
然
れ
ど
も

英
武
克
く
帝
王
の
實
を
盡
せ
し
も
の
我
邦
の
神
功
皇
后
、
英
吉
利
の
ヱ
リ

サ
ベ
ス
、
墺
利
亞
の
マ
リ
ヤ
、
テ
レ
サ
の
如
き
は
、
甚
だ
希
な
り
」
と
述

べ
て
い
る
。
大
江
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
麻
理
亞
哲
列
沙
歌
」
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

形
勢
轉
似
古
春
秋　
　

形
勢
轉
じ
て
古
春
秋
に
似
る

齊
桓
晋
文
快
恩
讐　
　

齊
桓
晋
文　

恩
讐
快

こ
こ
ろ
よし

紫
州
元
屬
墺
版
籍　
　

紫シ
レ

州ジ
ア

は
元も

と　

墺
オ
ー
ス
ト
リ
アの

版
籍
に
屬
す

恢
復
無
方
事
終
休　
　

恢
復
す
る
方

し
か
た

無な

く
て　

事
は
終
に
休
む

艱
難
誰
不
思
良
相　
　

艱
難　

誰
良
相
を
思
は
ざ
ら
ん

珂
公
當
國
有
瞻
望　
　

珂コ
ウ

公ニ
ッ
ツ

當
國
す
る
に
瞻
望
有
り

女
皇
鑑
識
何
曾
愆　
　

女
皇
の
鑑
識
は
何
ぞ
曾
て
愆た

が

は
ん

輔
翼
不
譲
諸
葛
亮　
　

輔
翼　

諸し
ょ

葛か
つ

亮り
ょ
うに

譲
ら
ず

　
「
紫シ

レ

州ジ
ア

」
は
、
す
な
わ
ち
シ
リ
ー
ジ
ア
（Schlesien

）
で
あ
る
。
右
に

挙
げ
て
い
る
詩
の
一
節
に
述
べ
て
い
る
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
フ
ラ
ン

ス
と
ロ
シ
ア
を
同
盟
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
を
味
方
と
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
よ

り
シ
リ
ー
ジ
ア
を
奪
回
し
よ
う
と
し
た
「
七
年
戦
争
」（Seven Y

ears' 

W
ar

）
の
こ
と
で
あ
る
。「
七
年
戦
争
」
は
、
十
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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に
深
い
影
響
を
与
え
た
大
規
模
戦
争
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
江
は
当
時
の

状
況
を
、
中
国
の
歴
史
上
、
斉
桓
公
・
晋
文
公
の
制
覇
す
る
春
秋
時
代
に

似
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
「
珂コ

ウ

公ニ
ッ
ツ

」（
（2
（

を
三
国
時
代
の
名
臣
諸

葛
亮
に
喩
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
史
の
典
故
を
踏
ま
え
る
表
現
に

よ
っ
て
女
王
マ
リ
ヤ
・
テ
レ
サ
（M

aria T
heresia, 1717

～1780

）
の

「
英
武
克
く
帝
王
の
實
を
盡
せ
し
」
と
い
う
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か
れ

て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

マ
リ
ヤ
・
テ
レ
サ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
女
性
形
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
女
王
メ
ア
リ
ー
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

（M
ary

・Stuart, 1542

～1587

）
は
比
較
的
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー

ジ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
桑
原
啓
一
の
「
蘇
格
蘭
の
女
王
メ

リ
ー
」
に
「
古
よ
り
佳
人
多
く
は
薄
命
矣
、
然
れ
ど
も
蘇
格
蘭
の
女
王
メ

リ
ー
の
如
き
は
稀
な
り
。
メ
リ
ー
女
王
の
貴
き
に
生
れ
、
之
に
加
ふ
る
に

絶
代
の
美
貌
と
出
群
の
才
藝
と
以
て
し
、
而
し
て
終
に
刑
塲
の
露
と
消
え

た
り
。」
と
述
べ
、
そ
の
薄
幸
の
女
性
形
象
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

大
江
は
「
蘇
王
瑪
理
歌
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

佳
人
易
遇
是
嬌
妬　
　

佳
人
は
是
の
嬌
妬
に
遇
ひ
易
く

無
情
英
皇
厭
嫁
娶　
　

無
情
の
英
皇　

嫁
娶
を
厭い

と

ふ

王
冠
之
美
誤
此
身　
　

王
冠
の
美　

此
の
身
を
誤
り

不
及
紅
拂
富
鑒
悟　
　

及
ば
ず　

紅
拂
の
鑒か

ん

悟ご

に
富と

む
る
に

　

既
述
し
た
よ
う
に
、
大
江
は
従
来
古
典
文
学
に
よ
っ
て
書
き
記
さ
れ
て

い
る
薄
幸
の
女
性
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
紅
拂
」
と
い
う

典
型
的
な
知
恵
の
優
れ
た
女
性
形
象
を
参
照
点
と
し
て
、
女
王
メ
リ
ー
自

身
の
見
識
不
足
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
な
の
は
、

紅
拂
は
出
身
階
層
の
低
い
歌
妓
で
あ
り
、
女
王
の
身
分
と
強
烈
な
対
比
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
上
の
工
夫
は
、
や
は
り
世
の
中
の
教
化
を

意
識
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
詩
に
は
森
槐
南
の
批
評
が
付
い
て
お
り
、「
此
れ
は

早
稻
田
文
學
謂
ふ
所
の
西せ

い

詩し

體た
い

、
明
治
の
特
創
の
格
、
前
に
古
人
無
し
。」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
謂
ふ
所
」
と
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
す
な
わ

ち
『
早
稻
田
文
學
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
漢
詩
の
お
と
づ
れ
」
の
こ
と

だ
と
思
わ
れ
る
。
大
江
の
「
西
詩
体
」
は
つ
い
に
詩
壇
の
中
心
で
あ
る
槐

南
の
目
を
引
き
、
さ
ら
に
高
い
評
価
を
得
た
。

　
「
徐
世
賓
歌
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
女
性
形
象
を
描
く
作
品
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
バ
リ
に
関
す
る
描
写
も
取
り
上
げ
て
述
べ
た
い

と
思
う
。

南
朝
曲
罷
想
風
標　
　

南
朝
の
曲
罷や

み
て
風
標
を
想お

も

ひ

宮
裏
喧
傳
善
歌
謡　
　

宮
裏
よ
り
喧
傳
す　

歌
謡
を
善よ

く
す
る
を

楊
柳
樓
臺
春
試
舞　
　

楊
柳
の
樓
臺　

春
に
舞ま

ひ

を
試
み

芙
蓉
殿
閣
夜
吹
簫　
　

芙
蓉
の
殿
閣　

夜
に
簫ふ

え

を
吹
く

官
家
侈
靡
民
怨
久　
　

官
家
の
侈
靡　

民
怨う

ら

む
る
こ
と
久
し
く

無
辜
路
易
引
其
咎　
　

無
辜
の
路ル

易イ　

其
の
咎と

が
め

を
引
く

巴
黎
城
闕
悲
風
腥　
　

巴パ

黎リ

の
城
闕
に
悲
風
腥

な
ま
ぐ
さく

眼
看
萬
家
歸
烏
有　
　

眼
も
て
看
る　

萬
家　

烏
有
に
歸き

す
る
を　
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「
徐ジ

ョ

世ゼ
フ

賓ィ
ー
ン

」
と
は
す
な
わ
ち
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ア
ル
ネ

（Joséphine de Beauharnais, 1763

～1814

）、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
最
初

の
妻
で
あ
る
。
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
間
も
な
く
し
て

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
結
婚
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
一
節
で
は
、
贅
沢
三
昧
に

よ
っ
て
壊
滅
を
招
い
た
南
朝
金
陵
の
風
景
を
以
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
前
後

の
パ
リ
を
描
い
て
い
る
。
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
南
朝
を
主
題
と
す
る

詩
は
、
杜
牧
や
王
漁
洋
な
ど
の
詩
人
に
よ
っ
て
日
本
の
知
識
人
た
ち
に
も

知
ら
れ
、
大
江
は
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
は
明
治
期
に
お
い
て
淑
女
や
閨
秀
の
代

表
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
常
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、
彼
女
と
ナ
ポ

レ
オ
ン
と
の
悲
劇
的
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
例
え
ば
、
桑
原
啓
一

「
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ン
皇
后
」
の
中
で
は
、「
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ン
は
奈
勃
翁
の

肖
像
を
手
に
取
り
、
之
を
熟
視
し
つ
ヽ
、
ヱ
ル
バ
の
島
―
奈
勃
翁
と
云
ふ

が
最
後
の
言
葉
に
て
溘
焉
息
絶
へ
た
り
。」
と
い
う
場
面
を
語
っ
て
い
る
。

大
江
は
そ
の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
詩
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

傷
心
跡
同
渭
南
陸　
　

傷
心
の
跡
は
渭い

南な
ん

の
陸り

く

と
同
じ

沈
園
感
舊
重
慟
哭　
　

沈し
ん

園え
ん

に
舊
を
感
じ
て
重
ね
て
慟
哭
す

不
見
驚
鴻
照
影
來　
　

見み

ず　

驚
鴻　

影
を
照
し
来き

た

る
を

依
稀
橋
下
春
波
緑　
　

依
稀
と
し
て
橋
下
の
春
波
緑
な
り

　

こ
の
一
節
は
陸
游
の
「
沈
園
二
首
・
其
一
」、
す
な
わ
ち
「
城
上
斜
陽

畫
角
哀
、
沈
園
非
復
舊
池
台
。
傷
心
橋
下
春
波
綠
、
曾
是
驚
鴻
照
影
來
」

（
城
上
の
斜
陽 

畫が

角か
く

哀か
な

し
く
、
沈
園
復
た
舊
き
池
台
に
非
ず
。
傷
心
す
る

橋
下 

春
波
綠
な
り
、
曾
て
是
れ
驚
鴻 

影
を
照
ら
し
来
る（

（2
（

）
に
基
づ
い
て

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
陸
游
の
詩
は
、
そ
の
最
初
の
妻
、
唐
婉
を
偲
ぶ

た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
沈
園
」
と
は
、
陸
游
が
唐
婉
と
が
一
緒

に
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
は
離
婚
し
た
後
に
も

マ
ル
メ
ゾ
ン
城
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
旧
居
で
余
生
を
送
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
大
江
は
陸
游
の
詩
の
表
現
を
借
り
て
、
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
が
亡
く

な
っ
た
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
彼
女
を
偲
ぶ
時
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

　
「
徐
世
賓
歌
」
に
つ
い
て
森
槐
南
は
「（
前
略
）
或
云
敬
香
崇
奉
在
西

詩
。
然
毎
一
篇
出
、
學
漢
詩
之
格
。
是
可
異
也
。」（
或
い
は
敬
香
の
崇す

う

奉ほ
う

は
西
詩
に
在
り
と
云
ふ
。
然
る
に
一
篇
出
づ
る
毎
に
、
漢
詩
の
格
を
學

ぶ
。
是
れ
は
異
と
す
可
き
な
り
。）
と
指
摘
し
て
い
る
。
大
江
の
「
西
詩

体
」
は
い
ず
れ
も
「
～
～
歌
」
と
い
う
題
を
つ
け
て
お
り
、
そ
の
筆
の
運

び
も
白
楽
天
の
「
長
恨
歌
」
に
近
い
。
つ
ま
り
、「
～
～
歌
」
は
長
篇
叙

述
的
な
「
長
歌
」
の
体
格
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ

ち
「
漢
詩
の
格
を
學
ぶ
」
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
末
松
謙
澄
が
「
歌
楽
論
」
で
言
及
し
て
い
る
理
論
を
借
り
て
言

え
ば
、
西
洋
詩
と
総
称
さ
れ
る
も
の
の
中
に
も
い
く
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
存

在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
リl

y
r

i
c

ー
リ
ッ
ク
（
普
通
唱
歌
）
体
」、「
ヱe

ピp

ッi

クc

（
物
語
）
体
」、「
ヅd

r
a

m
a

t
i

c

ラ
マ
チ
ッ
ク
（
芝
居
）
体
」
と
い
う
三
つ
で
あ

る
。
ま
た
、「
樂
天
ノ
長
恨
歌
ナ
ド
ハ
ヤ
、
物
語
ノ
意
ヲ
得
タ
ル
者
ト
思

ハ
ル
。」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
顧
み
れ
ば
大
江
の
「
西
詩
体
」
は
「
ヱ
ピ
ッ
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ク
体
」
に
近
い
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
期
に
お
い
て
常
に
注

目
さ
れ
る
の
は
「
リ
ー
リ
ッ
ク
体
」
で
あ
る
。（
翻
訳
さ
れ
た
西
洋
詩
の

作
品
は
殆
ん
ど
そ
の
類
に
属
す
る
。）
し
た
が
っ
て
、
槐
南
の
指
摘
し
た

「
是
れ
は
異
な
る
可
き
な
り
」
と
は
、「
ヱ
ピ
ッ
ク
」
よ
り
「
リ
ー
リ
ッ
ク

体
」
に
転
化
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

　

幼
い
頃
に
漢
学
を
学
び
、
青
年
時
代
に
洋
学
を
修
め
た
大
江
敬
香
は
、

壮
年
期
に
主
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
た
後
に
詩
文
雑
誌
を
主

宰
す
る
漢
詩
人
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
重
視
さ
れ
る
経
典
的
な
唐
・

宋
詩
を
学
ぶ
一
方
で
、
明
治
期
に
お
い
て
興
っ
た
清
詩
も
渉
猟
し
て
い

る
。
ま
た
漢
文
の
小
説
や
筆
記
、
及
び
古
典
和
文
学
に
も
触
れ
た
。
思
想

に
お
い
て
荘
子
よ
り
影
響
を
受
け
、
俗
世
間
を
離
れ
る
傾
向
が
窺
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
詩
に
よ
っ
て
世
の
中
の
教
化
を
重
視
し
て
い
る
。
ま

た
、
詩
学
に
お
け
る
主
張
と
し
て
唐
詩
は
格
律
が
厳
し
過
ぎ
る
こ
と
に
言

及
し
て
お
り
、
こ
の
意
識
は
「
西
詩
体
」
を
創
作
す
る
時
に
古
体
詩
を
採

用
し
た
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
海
外
体
験
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
洋
学
者
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
た
目
新
し
い
外
国
の
記
事
を
利
用
し
て
、
西
洋
人
物
の
事
跡
を
詠
じ

る
「
西
詩
体
」
の
創
作
を
試
み
た
。
西
洋
と
東
洋
の
歴
史
の
事
跡
の
類
似

点
を
捉
え
る
こ
と
は
、
大
江
の
「
西
詩
体
」
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
工
夫
は
共
通
点
を
軸
と
し
て
西
洋
文
明
を
紹
介
す
る
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
明
治
中
期
以
降
影
響
力
が
強
く
な
っ
て
き
た
西
洋
文
明
に

よ
っ
て
習
俗
教
化
の
目
的
を
果
た
す
た
め
で
あ
る
。「
戈
登
少
將
歌
」
に

よ
っ
て
忠
誠
を
尽
く
し
て
戦
死
し
た
将
軍
の
事
跡
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

「
若
謨
斯
哥
克
歌
」
に
よ
っ
て
地
理
学
に
貢
献
し
た
探
検
家
の
精
神
が
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
麻
理
亞
哲
列
沙
歌
」
は
正
面
か
ら
、「
蘇
王
瑪
理

歌
」
は
反
対
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
女
性
と
し
て
見
識
を
有
す
る
こ
と
の
重

要
さ
を
強
調
し
て
い
る
。「
徐
世
賓
歌
」
は
従
来
儒
教
で
軽
視
さ
れ
て
き

た
男
女
の
愛
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
決
定
的
な
判
断
評
価
を
棚
上
げ
に

し
て
、
漢
詩
に
よ
る
叙
述
は
議
論
の
乏
し
い
年
代
記
と
比
べ
れ
ば
戒
め
の

趣
に
富
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
趣
は
「
勧
善

懲
悪
」
を
主
題
と
さ
れ
る
叙
事
の
漢
文
学
に
近
い
が
、
明
治
中
期
以
降
に

お
い
て
「
勧
善
懲
悪
」
の
文
学
思
想
は
常
に
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
大
江
の
「
西
詩
体
」
作
品
が
五
篇
し
か
伝
わ
ら
な
い
原
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
江
敬
香
に
関
す
る
資
料
に
、
ほ
か
の
「
西
詩
体
」
を
作
っ
た
経
験
が

あ
る
人
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
井
上
巽そ

ん

軒せ
ん

や
志
賀
矧い

ん

川せ
ん

や
国
分

青せ
い

厓が
い

や
野
口
仁じ

ん

里り

な
ど
で
あ
る
。「
西
詩
体
」
の
全
貌
を
理
解
す
る
た
め

に
、
そ
の
人
ら
の
作
品
に
関
す
る
研
究
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
今
後
の

課
題
と
し
た
い
と
思
う
。
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注（
1
）	
『
師
と
友
』（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
三
五
〇
号
参
照
。

（
2
）	
『
敬
香
詩
鈔
』
は
、
大
江
敬
香
歿
後
に
、
彼
の
息
子
大
江
武
男
に
刊
行

さ
れ
た
詩
集
で
あ
る
。
本
稿
で
は
国
会
図
書
館
所
蔵
の
も
の
を
利
用
し

て
い
る
。

（
3
）	

『
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
』（
大
野
虎
雄
著
、
一
九
四
三
年
六
月
、
大

野
虎
雄
発
行
）
の
「
漢
詩
人 

大
江
敬
香
」
条
目
、『
徳
島
の
百
人
』

（
徳
島
の
百
人
編
集
委
員
会
編
、
一
九
六
八
年
十
月
、
徳
島
市
中
央
公

民
館
）
の
「
大
江
敬
香
」
条
目
参
照
。

（
4
）	

大
江
敬
香
の
執
筆
し
た
記
事
で
あ
り
、
そ
の
文
集
の
『
敬
香
遺
集
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）	

松
平
康
國
の
「
敬
香
詩
鈔
序
文
」
に
「
子
琴
師
菊
池
三
溪
又
屢
請
益
春

濤
、
槐
南
爲
友
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）	

「
子
琴
講
詩
數
十
年
。
於
風
雅
之
道
、
無
所
不
究
。
尤
私
淑
香
山
白
氏
。

其
詩
流
麗
而
溫
秀
、
典
雅
而
暢
達
。
能
發
人
情
幾
微
。
他
人
決
弗
能
及

也
。
夫
詩
文
關
乎
風
教
。
匪
獨
識
者
言
之
。
論
世
之
士
、
亦
皆
有
取

焉
。
是
故
國
風
雅
頌
、
知
周
德
之
深
且
遠
。
而
變
風
變
雅
、
知
其
澤
已

竭
。
黍
離
麥
秀
、
爲
衰
世
之
音
。
然
則
世
運
之
隆
。
大
雅
有
何
不
作
之

理
。
可
作
而
不
作
。
蓋
爲
政
者
不
得
其
要
也
。
顧
禹
域
文
獻
日
久
淪

胥
、
我
尚
能
存
古
道
。
而
爲
政
者
不
能
鼓
舞
作
興
之
。
子
琴
所
志
。
在

救
其
弊
。
應
時
而
興
起
者
誰
。」

（
7
）	

依
田
学
海
の
詩
は
「
花
則
東
臺
月
墨
川
、
一
春
身
事
付
三
絃
。
昨
宵
公

使
歸
朝
宴
、
今
夜
縣
官
赴
任
筵
。」
と
言
う
。『
敬
香
遺
集
』
九
〇
頁
。

（
8
）	

『
梁
書
・
徐
摛
傳
』（
一
九
七
三
年
五
月
、
中
華
書
局
）
に
「
摛
年
老
、

又
愛
泉
石
、
意
在
一
郡
、
以
自
怡
養
。」（
摛
は
年
老
い
、
又
泉
石
を
愛

す
。
意
は
一
郡
に
在
り
、
以
て
自み

ず
か

ら
怡
養
す
。）
及
び
「
至
郡
、
爲
治

清
靜
。
教
民
禮
義
、
勸
課
農
桑
。
期
月
之
中
、
風
俗
便
改
。」（
郡
に
至

り
て
、
治
を
爲
す
は
清
靜
、
民
に
禮
義
を
教
へ
、
農
桑
を
勸
む
。
期
月

の
中
、
風
俗
便
ち
改
む
。）
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
記
述
に
し
た

が
っ
て
、
大
江
の
理
念
は
徐
摛
に
近
い
と
言
え
る
。

（
9
）	

「
明
時
詩
壇
評
論
」（『
敬
香
遺
集
』
八
四
～
九
四
頁
）
の
中
で
海
外
の

風
物
を
詠
じ
る
詩
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
10
）	

石
田
肇
「
藤
野
真
子
と
陳
矩
―
「
秋
柳
」
四
律
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋

文
化
』
復
刊
八
五
号
（
三
三
三
号
）、
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
五
四
～

六
二
頁
）
は
藤
野
真
子
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
悟
蘭
吟
館
詩
集
』
序
文

の
内
容
を
ま
と
め
て
、「
日
本
で
は
昔
は
白
居
易
、
蘇
軾
、
陸
游
を
学

び
、
元
文
・
寛
保
の
頃
に
な
る
と
王
士
禎
、
朱
彝
尊
に
遷
り
、
今
は
袁

枚
、
張
問
陶
を
愛
慕
し
て
い
る
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
11
）	

『
杜
樊
川
詩
集 

三
』（
日
本
・
舘
柳
灣
校
、
青
木
嵩
山
堂
出
版
、
国
会

図
書
館
所
蔵
）
卷
五
の
十
八
裏
参
照
。

（
12
）	

王
漁
洋
と
神
韻
説
に
つ
い
て
、『
王
漁
洋
研
究
』（
荒
井
礼
著
、
筑
波
大

学
博
士
（
文
学
）
学
位
請
求
論
文
、
二
〇
一
四
年
度
）
参
照
。

（
13
）	

『
敬
香
詩
鈔
』
四
九
葉
裏
参
照
。

（
14
）	

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
出
版
さ
れ
た
『
維
新
豪
傑
の
情
事
』

（
長
田
偶
得
著
、
一
九
〇
一
年
四
月
、
大
学
館
発
行
、
国
会
図
書
館
所

蔵
）
の
「
薄
井
小
蓮
」
の
部
分
で
は
、「
小
花
傳
」
を
書
き
下
し
て
収

録
し
て
い
る
。

（
15
）	

木
下
彪
の
「
国
分
青
厓
と
明
治
大
正
昭
和
の
漢
詩
界 

廿
七
」
に
し
た

が
え
ば
、「
漢
詩
の
お
と
づ
れ
」
の
作
者
は
、
桂
湖
村
・
柳
井
綗
斎
・

新
田
柑
園
で
あ
る
。

（
16
）	
西
洋
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
『
日
本
大
百
科
全
書
』『
世
界

大
百
科
事
典
』『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
な
ど
を
参
考
と
し

て
い
る
。

（
17
）	

稲
畑
耕
一
郎
「
地
理
學
者
志
賀
重
昻
の
漢
詩
―
ア
ラ
モ
遺
跡
に
立
つ
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「
漢
詩
碑
」
に
觸
れ
て
ー
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』

六
三
号
、　

二
〇
一
八
年
三
月
、
一
〇
〇
八
～
九
九
一
）
参
照
。

（
18
）	
西
洋
人
名
や
地
名
な
ど
に
関
す
る
カ
タ
カ
ナ
の
ル
ビ
に
つ
い
て
は
、

『
史
海
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
し
た
が
っ
て
表
記
し
て
い
る
。

以
下
は
同
じ
。

（
19
）	

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ク
ッ
ク
（Jam

es Cook, 1728

～1779

）、
イ
ギ
リ
ス

の
有
名
な
海
洋
探
検
家
で
あ
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の

海
外
進
出
に
も
無
視
で
き
な
い
貢
献
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
20
）	

「
小
山
米
峰
云
：
此
篇
寫
出
英
國
沈
毅
雄
武
丈
夫
之
氣
象
、
與
其
遠
圖

宏
志
刻
苦
勉
勵
講
天
文
地
理
鑄
山
煮
海
之
術
。
…
…
今
日
文
壇
善
此
種

雄
篇
者
、
矧
川
巽
軒
青
厓
仁
里
及
吾
兄
耳
。
使
天
下
青
年
社
會
免
小
説

輕
浮
柔
惰
之
病
者
。
盖
在
此
種
之
詩
焉
。」

（
21
）	

珂コ
ウ
ニ
ッ
ツ公

と
は
す
な
わ
ち
、
カ
ウ
ニ
ッ
ツ
（K

aunitz, 1711

～1794

）、
テ

レ
ジ
ア
在
位
時
期
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
家
で
あ
る
。

（
22
）	

『
陸
放
翁
詩
解 

下
』（
鈴
木
虎
雄 

著
）
参
照
。

（
23
）	

末
松
謙
澄
の
議
論
は
明
治
十
八
年
一
月
二
八
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』

参
照
。
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